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年度は夏期（ 7 月）、冬期（ 1 月）の 2 回実施した。さらに、2019 年度は夏期（ 7 月）、秋期（ 12


































































　「日本文化社会講義」は、毎回、本学の 10 学部から 3 学部の協力を得て実施しており、講義内
容は、それぞれの学部教員によってデザインされている。期間中に 3 つのテーマを扱い、1 つの
テーマに対し「①事前学習」、「②講義」、「③フィールドトリップ」、「④事後学習」という順に進
表 1　「日本語科目」の概要














文 化 　 り か い 　 初 級 1 ・ 2



































授業の流れ ①事前学習 ②講義 ③フィールドトリップ ④事後学習













































































「 Ethnic minority of Japan: 






「 Tourism in Japan 」
（観光学部　韓志昊先生）





「 Universal Postal Service in 




「 Hayabusa2: Asteroid Sample 
Return Mission and 
Exoplanets 」
（理学部　亀田真吾先生）
「 Sports in Japan 」
（コミュニティ福祉学部　ラ
イトナー・カトリン先生）



























　短プロの本格実施が開始された 2017 年度から 2019 年度までの「成果発表」の指導方法の取り





















































































　表 5 に、2019 年度夏期の「成果発表」の概要を示す。
表 5　2019 年度夏期の「成果発表」の概要






使用言語 ①を日本語、②③を英語 ①②を日本語、③を英語 ①②③を日本語
クラス人数 A：15 名 B：14 名 C：15 名 D：14 名 E：9 名
発表時間 ペア発表で 15 分 個人発表で 10 分 個人発表で 20 分






































































































































































立教コミュニティー翻訳通訳－ RiCoLaS（ Rikkyo Community Language Service ） 
 https://www2 . rikkyo.ac.jp/web/ricolas/（ 2019 . 12 . 1 アクセス）．
立教大学日本語教育センター（ 2018 ）『シリーズ　新しい日本語教育を考える 7　短期日本語プロ
グラムは大学の国際化にどのように生かせるか』．
立教大学日本語教育センター「立教大学短期日本語プログラム」
 https://cjle.rikkyo.ac.jp/english/sijp/default.aspx（ 2019 . 12 . 1 アクセス）．

